
令和元年度
さつき会公開講座

事前申し込みは不要です。お誘い合わせの上、直接ご来場ください。

さつき会会員 1.000円 さつき会以外のお茶の水会同窓生 2.000円
他大学生 1.000円 会員外 3.000円

受講料

日 時 ： 令和元年10月20日(日) 13：00～15：00

会 場 ： 東京医科歯科大学 歯科棟南4F 演習室

講 師 ： 中嶋 省志 先生
（ 鶴見大学非常勤講師・元東京医科歯科大学特任講師）

テーマ ： 「歯石？もう一度見直してみよう、この不思議」

日 時 ： 令和元年11月17日(日) 13：00～15：00

会 場 ： 東京医科歯科大学 1号館西 9F 特別講堂

講 師 ： 小田 茂 先生
（ 東京医科歯科大学非常勤講師）

テーマ ： 「歯周治療・インプラント治療における
SPT/メインテナンスに必要な知識と注意点」

診療所におけるメインテナンスや、入居施設や在宅での訪問口腔ケアなど、歯科衛生士の活動は、益々広がりをみせています。
医師・歯科医師の指示を仰ぎながらも、対患者、対クライアントとの直接関係の中で、私たちが担う口腔衛生管理の意義は大きい
です。そして、その責任を果たすには、診るべきものを診る視点が大切です。
今年度の講演では、私たちの知識を更新し、臨床力の精度を上げるべく2講演を企画しました。



小田 茂 先生

＜抄録＞
歯周治療・インプラント治療におけるSPT／メインテナンスに関する
必要な知識と実際に行う上での注意すべき点について、歯周病の
診断と治療の指針2007（日本歯周病学会）に基づいて解説し、さらに、
2017年11月に開催された米国と欧州合同のThe World Workshopで
提唱された新しい歯周病の分類やGuide Biofilm Therapy（GBT）に
ついても言及していく予定である。

＜プロフィール＞
1979年 3月 東京医科歯科大学 歯学部 卒業
1979年 4月 東京医科歯科大学 歯学部歯科保存学第二講座 入局
1980年 4月 東京医科歯科大学大学院 （歯科保存学第二講座）

1983年 4月 東京医科歯科大学 歯学部歯科保存学第二講座 助手
1989年 10月 東京医科歯科大学 歯学部歯科保存学第二講座 講師
2000年 4月 東京医科歯科大学大学院 医歯学総合研究科

生体支持組織学系専攻 生体硬組織再生学講座 歯周病学分野 講師
2011年 5月 東京医科歯科大学 歯学部附属病院 歯科総合診療部 准教授
2019年 3月 東京医科歯科大学 退職
2019年 4月 東京医科歯科大学 非常勤講師

現在に至る

中嶋 省志 先生

＜抄録＞
歯石は歯科の中では地味な存在であるが、実に不思議なものであり、
様々な疾患（う蝕や歯周疾患）や不具合（口臭や審美）と関係している。
本講座では以下の話題を紹介する。

①歯石の形成メカニズム
②歯石は予防できる、そしてその予防メカニズム
③う蝕予防と歯石予防は両立できる
④歯石のできやすい人は、う蝕になりにくいことはホント？
⑤歯石のできやすい人は、歯肉炎になりやすいことはホント？
⑥腎機能が低下した患者では歯石沈着が多い

＜プロフィール＞
大学では化学を専攻、卒業後はライオンに入社。以来、う蝕予防や象牙質知覚過敏予防に関する
技術開発や製品性能の評価に従事。米国フォーサイス研究所に留学後、学位取得（日本歯科大学）。
会社定年後、東京医科歯科大学のう蝕制御学分野に入局。大学院生の研究指導に従事。
また、日本歯科保存学会内に設置された「う蝕治療ガイドライン」の委員として、フッ化物による再石灰化
療法のガイドライン作成に参画。同大学を退官後、鶴見大学の非常勤講師。
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● ● ● ● ●
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● ● ● ● ●


